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第
五
十
一 

  
 

キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ 

   
 
 
 
 

一 
  

こ
こ
で
計
算
機
を
め
ぐ
る
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
内
の
動
き
を
書
い
て

お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

Ｉ
Ｂ
Ｍ
社
の
前
身
は
、
ア
メ
リ
カ
連
邦
政
府
国
勢
調
査
局
に
勤
め

て
い
た
統
計
学
者
の
ハ
ー
マ
ン
・
ホ
レ
リ
ス
が
一
八
九
六
年
に
設
立

し
た
タ
ビ
ュ
レ
ー
テ
ィ
ン
グ
・
マ
シ
ン
社
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
ホ
レ

リ
ス
の
会
社
は
販
売
不
振
か
ら
資
金
難
に
陥
り
、
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
フ

リ
ン
ト
の
援
助
を
仰
ぎ
、
一
九
一
一
年
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
・

タ
ビ
ュ
レ
ー
テ
ィ
ン
グ
・
レ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
（
Ｃ
Ｔ
Ｒ
）
社
に
吸
収

さ
れ
た
。 

 

ホ
レ
リ
ス
は
引
き
続
き
Ｃ
Ｔ
Ｒ
社
の
社
長
に
お
さ
ま
っ
て
い
た
が
、

投
資
家
で
Ｃ
Ｔ
Ｒ
社
の
実
質
的
な
オ
ー
ナ
ー
だ
っ
た
フ
リ
ン
ト
は
ホ

レ
リ
ス
の
保
守
的
（
な
い
し
頑
迷
）
な
経
営
手
法
に
飽
き
足
ら
ず
、

一
九
一
四
年
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
レ
ジ
ス
タ
ー
（
Ｎ
Ｃ

Ｒ
）
社
の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
マ
ン
だ
っ
た
ト
ー
マ
ス
・
ワ
ト
ソ
ン
を

招
聘
し
た
。 

 

こ
の
ト
ー
マ
ス
・
ワ
ト
ソ
ン
こ
そ
、
実
質
的
な
Ｉ
Ｂ
Ｍ
社
の
創
業

者
と
さ
れ
る
べ
き
人
物
で
あ
る
。 

 

彼
は
一
九
一
五
年
に
社
長
兼
総
支
配
人
に
就
任
す
る
と
、
停
滞
気

味
だ
っ
た
Ｃ
Ｔ
Ｒ
社
の
営
業
体
制
を
刷
新
し
た
。
と
と
も
に
、
Ｃ
Ｔ

Ｒ
社
が
生
産
し
て
い
た
多
種
多
様
な
機
器
を
整
理
し
て
、
計
算
機
に

ウ
エ
イ
ト
を
移
し
て
い
っ
た
。
一
九
二
〇
年
代
末
ま
で
、
同
社
が
生

産
し
て
い
た
の
は
タ
イ
ム
レ
コ
ー
ダ
ー
や
商
工
業
用
の
秤
、
自
動
番

号
印
刷
機
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
た
。 

 

Ｉ
Ｂ
Ｍ
社
が
商
業
用
の
秤
を
主
力
製
品
の
一
つ
と
し
て
生
産
し
て

い
た
の
は
意
外
だ
が
、
そ
の
秤
は
い
か
に
も
計
算
機
メ
ー
カ
ー
ら
し

い
機
能
を
備
え
て
い
た
。 

 

こ
ん
に
ち
、
食
肉
店
な
ど
で
一
般
に
利
用
さ
れ
る
秤
は
、
ま
ず
百

グ
ラ
ム
単
位
の
値
段
を
入
力
し
、
買
い
物
客
に
分
か
る
よ
う
に
総
重

量
と
合
計
額
を
表
示
す
る
。
現
在
は
デ
ジ
タ
ル
表
示
だ
が
、
Ｉ
Ｂ
Ｍ

社
製
の
秤
は
戦
前
に
お
い
て
、
ア
ナ
ロ
グ
な
が
ら
こ
の
機
能
を
す
で

に
備
え
て
い
た
。
そ
れ
は
そ
れ
な
り
に
需
要
が
あ
っ
た
の
だ
が
、
同

じ
ネ
ジ
と
バ
ネ
で
で
き
た
精
密
機
械
装
置
で
あ
れ
ば
計
算
機
械
装
置

の
ほ
う
が
は
る
か
に
収
益
が
高
く
、
か
つ
面
白
い
。 

 
同
時
に
技
術
ス
タ
ッ
フ
を
組
織
的
に
教
育
し
た
り
、
レ
ン
タ
ル
制

度
を
導
入
す
る
な
ど
し
て
海
外
に
積
極
的
に
進
出
し
た
。
ま
た
カ
ス

タ
マ
ー
サ
ー
ビ
ス
と
技
術
開
発
を
重
視
し
た
。
一
方
、
製
品
開
発
で

は
タ
ビ
ュ
レ
ー
タ
ー
部
門
に
重
点
を
絞
り
、
カ
ー
ド
パ
ン
チ
装
置
に
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電
動
式
機
構
を
採
用
し
て
、
レ
ミ
ン
ト
ン
ラ
ン
ド
社
を
猛
烈
に
追
撃

し
た
。 

 
ワ
ト
ソ
ン
は
自
ら
の
経
営
哲
学
を
五
つ
の
言
葉
に
集
約
し
た
。 

  

・
Ｒ
Ｅ
Ａ
Ｄ
（
よ
く
読
み
） 

 

・
Ｌ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｎ
（
よ
く
聞
き
） 

 

・
Ｄ
Ｉ
Ｓ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
（
意
見
を
交
わ
し
） 

 

・
Ｏ
Ｂ
Ｓ
Ｅ
Ｒ
Ｖ
Ｅ
（
観
察
し
） 

 

・
Ｔ
Ｈ
Ｉ
Ｎ
Ｋ
（
考
え
よ
） 

  

で
あ
る
。 

 

こ
の
五
つ
の
単
語
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
エ
ン
デ
ィ
コ
ッ
ト
に
あ
る

本
社
ビ
ル
の
入
り
口
階
段
に
刻
み
込
ま
れ
た
。
従
業
員
の
目
に
触
れ

る
と
こ
ろ
に
社
訓
を
掲
示
す
る
発
想
は
、
ア
メ
リ
カ
の
企
業
と
し
て

は
珍
し
く
、
ま
こ
と
に
日
本
的
と
言
っ
て
い
い
。 

 

エ
ン
デ
ィ
ゴ
ッ
ト
の
本
社
に
は
、
事
務
棟
の
ほ
か
三
十
二
棟
の
工

場
が
あ
っ
た
。
こ
こ
で
タ
ー
ビ
ュ
レ
ー
タ
ー
や
ソ
ー
タ
ー
、
ベ
リ
フ

ァ
イ
ヤ
ー
と
い
っ
た
機
械
が
組
み
立
て
ら
れ
た
。 

並
行
し
て
毎
日
五
百
万
枚
か
ら
一
千
万
枚
の
パ
ン
チ
用
カ
ー
ド
（
穿

孔
前
の
カ
ー
ド
は
「
タ
ー
ビ
ュ
レ
ー
タ
ー
カ
ー
ド
」
略
し
て
「
タ
ブ

カ
ー
ド
」
と
呼
ば
れ
た
）
を
生
産
し
て
い
た
。
タ
ブ
カ
ー
ド
こ
そ
が

Ｃ
Ｔ
Ｒ
社
の
安
定
収
益
源
だ
っ
た
。 

 

さ
ら
に
ワ
ト
ソ
ン
は
一
九
二
四
年
、
社
名
を
「
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ

ナ
ル
・
ビ
ジ
ネ
ス
・
マ
シ
ン
ズ
」
に
変
更
し
た
、
と
い
う
こ
と
は
す

で
に
書
い
た
。
こ
の
と
き
、
ホ
レ
リ
ス
式
統
計
会
計
機
械
装
置
の
技

術
研
修
を
受
け
て
い
た
水
品
浩
は
、
半
年
の
間
、
毎
日
こ
の
言
葉
を

目
に
し
て
い
た
。
Ｉ
Ｂ
Ｍ
社
は
ワ
ト
ソ
ン
の
も
と
で
新
し
い
会
社
に

生
ま
れ
変
わ
り
つ
つ
あ
っ
た
。 

 

技
術
開
発
を
重
視
し
た
ワ
ト
ソ
ン
は
、
二
人
の
優
れ
た
エ
ン
ジ
ニ

ア
を
見
つ
け
出
し
た
。
ク
レ
ア
・
レ
イ
ク
（
一
八
八
八
〜
一
九
五
八
）

と
フ
レ
ッ
ド
・
キ
ャ
ロ
ル
で
あ
る
。
う
ち
、
ク
レ
ア
・
レ
イ
ク
は

「
ミ
ス
タ
ー
計
算
機
」
と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
、
多
く
の
発
明
を
Ｉ
Ｂ
Ｍ

社
に
も
た
ら
し
た
。 

 

二
人
は
相
互
に
協
力
し
、
あ
る
い
は
ラ
イ
バ
ル
と
し
て
競
い
な
が

ら
、
パ
ワ
ー
ズ
式
計
算
機
を
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
す
べ
く
新
し
い
技
術

と
製
品
を
次
々
に
生
み
出
し
た
。 

 

そ
の
第
一
の
成
果
は
、
一
九
二
八
年
に
穿
孔
カ
ー
ド
を
四
十
五
桁

か
ら
八
十
桁
に
拡
大
し
た
こ
と
だ
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
一
枚
の
カ
ー

ド
に
入
る
情
報
の
量
が
ほ
ぼ
倍
に
増
加
し
た
。
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
Ｒ
Ａ
Ｎ
や

Ｃ
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｌ
な
ど
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
言
語
が
八
十
桁
を
一
単
位
と
し

て
い
る
の
は
、
こ
れ
に
由
来
し
て
い
る
。 

 
た
だ
、
Ｉ
Ｂ
Ｍ
社
に
と
っ
て
は
旧
来
の
モ
デ
ル
と
断
絶
が
で
き
る

こ
と
を
意
味
し
て
い
た
か
ら
、
そ
の
変
更
は
勇
気
が
要
る
こ
と
だ
っ

た
ろ
う
。
実
際
、
四
十
五
桁
タ
イ
プ
の
統
計
会
計
機
械
装
置
を
使
っ
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て
い
た
ユ
ー
ザ
ー
の
多
く
は
、
新
型
機
に
切
り
替
え
る
こ
と
を
し
な

か
っ
た
。 

 
さ
ら
に
三
一
年
に
は
、
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
と
数
字
を
混
在
し
て
印

字
で
き
る
「
マ
シ
ン
タ
イ
プ
４
０
Ｘ
」
モ
デ
ル
、
乗
除
算
の
結
果
を

自
動
的
に
穿
孔
す
る
「
マ
シ
ン
タ
イ
プ
６
０
Ｘ
」
モ
デ
ル
を
発
表
し

た
。
こ
の
４
０
Ｘ
、
６
０
Ｘ
の
両
モ
デ
ル
で
Ｉ
Ｂ
Ｍ
社
は
レ
ミ
ン
ト

ン
ラ
ン
ド
社
を
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
が
で
き
た
。 

 

日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
の
記
録
は
次
の
よ
う
に
記
す
。 

  

レ
イ
ク
は
Ｉ
Ｂ
Ｍ
で
初
の
印
刷
作
表
器
を
開
発
し
、
巻
き
返
し
を

は
か
り
ま
し
た
。
こ
の
機
械
は
Ｉ
Ｂ
Ｍ
を
窮
地
か
ら
救
っ
た
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
キ
ャ
ロ
ル
は
、
印
刷
シ
リ
ン
ダ
ー
を
持
っ
た
高
速
カ

ー
ド
製
造
機
、
キ
ャ
ロ
ル
・
プ
レ
ス
を
開
発
し
、
穿
孔
カ
ー
ド
製
造

に
革
命
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。 

  

社
史
と
い
う
も
の
は
、
ど
う
し
て
も
自
己
肯
定
・
自
分
中
心
に
な

り
が
ち
で
あ
る
。
な
の
だ
が
、『
日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
50
年
史
』
で
は
、
こ

の
当
時
の
状
況
を
素
直
に
「
巻
き
返
し
」「
窮
地
」
と
表
し
て
い
る
。

ア
メ
リ
カ
の
経
済
は
第
一
次
世
界
大
戦
後
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
復
興
で
好

況
が
続
い
て
い
た
。
そ
の
波
に
Ｉ
Ｂ
Ｍ
は
か
ら
く
も
間
に
合
っ
た
。 

  

  
 
 
 
 

二 
  

レ
イ
ク
が
開
発
し
た
「
印
刷
作
表
器
」
が
パ
ン
チ
カ
ー
ド
・
シ
ス

テ
ム
の
名
機
と
い
わ
れ
る
「
Ｉ
Ｂ
Ｍ
４
０
Ｘ
シ
リ
ー
ズ
」
と
し
て
結

実
し
、
キ
ャ
ロ
ル
が
開
発
し
た
「
キ
ャ
ロ
ル
・
プ
レ
ス
」
が
八
十
桁

カ
ー
ド
の
大
量
生
産
を
実
現
し
た
。
演
算
機
構
の
改
良
の
み
が
計
算

機
を
発
展
さ
せ
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
を
、
こ
の
二
人
は
証
明
し
た
。 

 

二
人
の
成
果
は
ア
メ
リ
カ
で
な
く
、
日
本
で
実
績
と
結
び
つ
い
た
。 

 

ま
ず
日
本
生
命
保
険
が
一
九
三
三
年
、
Ｉ
Ｂ
Ｍ
社
が
パ
ン
チ
カ
ー

ド
を
八
十
桁
に
拡
張
し
た
こ
と
に
注
目
し
て
、
カ
ー
ド
パ
ン
チ
装
置
、

ベ
リ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
、
ソ
ー
タ
ー
、
タ
ー
ビ
ュ
レ
ー
タ
ー
な
ど
合
計
二

十
台
を
黒
澤
商
店
に
発
注
し
た
。 

 

日
本
生
命
保
険
は
そ
れ
ま
で
、
国
内
に
お
け
る
パ
ワ
ー
ズ
式
統
計

会
計
機
械
装
置
の
ビ
ッ
グ
ユ
ー
ザ
ー
だ
っ
た
。
そ
の
日
本
生
命
が
パ

ワ
ー
ズ
式
か
ら
Ｉ
Ｂ
Ｍ
社
に
乗
り
換
え
る
。 

 

リ
プ
レ
ー
ス
大
型
商
談
に
、
黒
澤
商
店
は
に
わ
か
に
活
気
づ
い
た
。 

 
次
い
で
翌
年
、
第
一
生
命
保
険
が
「
Ｉ
Ｂ
Ｍ
４
０
５
」
を
採
用
し

た
。
同
社
は
外
務
員
の
販
売
能
率
や
地
域
別
業
績
、
販
売
コ
ス
ト
、

契
約
解
除
、
診
断
結
果
な
ど
様
々
な
統
計
・
分
析
、
計
数
管
理
に
適

用
し
た
の
だ
っ
た
。
機
械
化
の
目
標
に
「
科
学
的
な
市
場
分
析
」

「
合
理
的
な
販
売
目
標
の
設
定
」
が
掲
げ
ら
れ
た
と
い
う
。
現
在
の
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「
情
報
の
戦
略
的
利
活
用
」
に
通
じ
る
も
の
が
あ
る
。 

 
一
九
三
四
年
八
月
に
は
、
日
本
生
命
と
並
ぶ
保
険
業
界
の
大
手
だ

っ
た
帝
国
生
命
保
険
（
の
ち
の
朝
日
生
命
）
も
、
パ
ワ
ー
ズ
式
か
ら

Ｉ
Ｂ
Ｍ
機
に
移
行
し
た
。 

 

同
社
に
設
置
さ
れ
た
の
は
、
電
動
カ
ー
ド
パ
ン
チ
装
置
四
台
、
手

動
カ
ー
ド
パ
ン
チ
装
置
四
台
、
動
力
ベ
リ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
一
台
、
手
動

ベ
リ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
一
台
、
電
動
複
写
機
一
台
、
電
動
高
速
複
写
機
一

台
、
ソ
ー
タ
ー
二
台
、
タ
ー
ビ
ュ
レ
ー
タ
ー
「
Ｉ
Ｂ
Ｍ
４
０
５
」
二

台
、
ギ
ャ
ン
グ
パ
ン
チ
装
置
一
台
の
計
十
七
台
だ
っ
た
。
当
時
の
日

本
に
あ
っ
て
は
最
大
級
の
Ｉ
Ｂ
Ｍ
ユ
ー
ザ
ー
が
誕
生
し
た
。 

 

「
Ｉ
Ｂ
Ｍ
４
０
５
」
は
、
八
十
桁
の
パ
ン
チ
カ
ー
ド
を
使
っ
た
ほ

か
、
旧
来
モ
デ
ル
と
比
べ
配
電
盤
を
簡
素
化
し
た
点
に
特
徴
が
あ
っ

た
。
記
録
、
計
算
、
印
刷
な
ど
の
処
理
を
、
ワ
イ
ヤ
を
付
け
替
え
る

の
で
な
く
、
ス
イ
ッ
チ
の
切
り
替
え
で
済
む
方
式
に
転
換
し
た
。
こ

れ
に
よ
り
操
作
の
難
易
度
が
大
幅
に
低
減
し
た
。 

 

さ
ら
に
ギ
ャ
ン
グ
パ
ン
チ
装
置
と
連
結
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
も
、

い
ず
れ
ユ
ー
ザ
ー
か
ら
高
く
評
価
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
要
因
だ
っ
た
。

タ
ー
ビ
ュ
レ
ー
タ
ー
が
処
理
し
た
計
算
結
果
が
、
自
動
的
に
サ
マ
リ

ー
カ
ー
ド
に
出
力
さ
れ
た
の
だ
。 

 

こ
れ
に
よ
っ
て
、
計
算
機
が
出
し
た
結
果
を
タ
イ
ガ
ー
計
算
器
で

再
度
集
計
し
、
検
算
す
る
必
要
が
な
く
な
っ
た
。
Ｉ
Ｂ
Ｍ
４
０
Ｘ
シ

リ
ー
ズ
が
画
期
的
な
計
算
機
械
装
置
だ
っ
た
の
は
、
疑
い
を
得
な
い
。 

 

―
―
こ
れ
で
パ
ワ
ー
ズ
式
を
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
で
き
る
。 

 

と
ワ
ト
ソ
ン
は
期
待
し
た
が
、
ア
メ
リ
カ
で
「
Ｉ
Ｂ
Ｍ
４
０
５
」

の
採
用
は
一
向
に
進
ま
な
か
っ
た
。 

 

な
ぜ
か
と
い
う
と
、
パ
ン
チ
カ
ー
ド
の
設
計
を
変
更
し
た
た
め
、

既
存
の
パ
ン
チ
マ
シ
ン
や
ソ
ー
タ
ー
が
使
え
な
く
な
っ
た
か
ら
だ
っ

た
。
現
在
で
い
え
ば
、
デ
ー
タ
と
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
コ
ン
パ
チ
ビ
リ
テ

ィ
、
イ
ン
タ
ー
オ
ペ
ラ
ビ
リ
テ
ィ
が
確
保
さ
れ
な
か
っ
た
。 

 

そ
れ
に
対
し
て
、
太
平
洋
の
向
こ
う
側
に
あ
る
新
興
国
日
本
で
立

て
続
け
に
売
れ
た
。
下
地
が
な
い
後
進
国
が
積
極
的
に
最
新
技
術
を

受
け
入
れ
る
の
は
、
今
に
始
ま
っ
た
事
で
は
な
い
。 

 

帝
国
生
命
は
「
Ｉ
Ｂ
Ｍ
４
０
５
」
の
採
用
を
、
同
年
九
月
の
社
報

で
誇
ら
し
げ
に
掲
載
し
て
い
る
。 

  

穿
孔
式
計
算
機
械
に
は
ホ
レ
リ
ス
式
と
パ
ワ
ー
ズ
式
の
二
種
類
が

あ
り
、
そ
の
原
理
は
同
一
で
あ
る
が
、
前
者
は
電
気
的
作
用
、
後
者

は
針
金
の
連
結
に
よ
る
機
械
的
作
用
に
基
く
の
相
違
が
あ
る
。 

 

我
国
に
於
て
は
後
者
が
一
般
に
採
用
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
我
社
は
大

多
数
の
米
国
諸
保
険
全
社
が
使
用
し
、
そ
の
顕
著
な
る
効
果
を
実
証

し
て
ゐ
る
ホ
レ
リ
ス
式
を
採
用
す
る
こ
と
に
決
定
し
、
而
も
二
十
数

年
前
発
明
以
来
改
良
進
歩
が
加
へ
ら
れ
た
も
の
の
中
、
最
新
式
の
一

九
三
三
年
型
を
選
定
し
た
。 

 

こ
の
新
型
は
目
下
米
国
に
於
て
も
借
換
中
の
も
の
で
数
社
が
完
備
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し
て
ゐ
る
に
過
ぎ
な
い
か
ら
、
東
洋
に
於
て
は
勿
論
、
我
社
だ
け
が

そ
の
一
式
を
備
付
け
て
ゐ
る
次
第
で
あ
る
。
本
年
八
月
十
八
日
据
付

を
全
部
完
了
。
そ
の
後
実
際
統
計
に
つ
き
種
々
試
験
し
た
が
、
何
等

異
常
な
き
優
秀
な
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
実
験
し
た
。 

  

こ
れ
に
注
目
し
た
Ｉ
Ｂ
Ｍ
社
の
海
外
事
業
部
は
一
九
三
五
年
（
昭

和
十
）、
ベ
ル
ギ
ー
出
身
の
モ
ー
リ
ス
・
シ
ュ
バ
リ
ェ
を
団
長
と
す

る
市
場
調
査
団
を
日
本
に
派
遣
し
た
。「
モ
ー
リ
ス
」
は
ア
メ
リ
カ

に
お
け
る
通
称
で
、
正
し
く
は
（
本
名
は
）「
ガ
イ
・
デ
ィ
・
デ
・

ラ
・
シ
ュ
バ
リ
ェ
」
と
い
っ
た
。 

 

シ
ュ
バ
リ
ェ
は
日
本
の
政
府
機
関
や
民
間
企
業
に
お
け
る
統
計
会

計
機
械
装
置
の
利
用
状
況
を
つ
ぶ
さ
に
調
査
し
た
結
果
、「
東
洋
地

区
の
営
業
窓
口
と
し
て
、
代
理
店
で
は
な
く
、
独
自
の
現
地
法
人
を

日
本
に
設
立
す
べ
き
で
あ
る
」
と
す
る
結
論
に
達
し
た
。 

 

そ
こ
で
Ｉ
Ｂ
Ｍ
社
は
、
代
理
店
を
長
く
務
め
て
い
る
黒
澤
商
店
に

合
弁
会
社
の
設
立
を
打
診
し
た
。
共
同
出
資
で
日
本
法
人
を
設
立
し

よ
う
と
い
う
の
で
あ
る
。 

 

し
か
し
黒
澤
貞
次
郎
は
、
本
業
で
あ
る
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
や
事
務

用
品
の
販
売
お
よ
び
、「
印
刷
電
送
機
」（
テ
レ
タ
イ
プ
）
の
開
発
に

強
い
興
味
を
持
っ
て
い
た
。
こ
の
た
め
に
、
Ｉ
Ｂ
Ｍ
社
の
提
案
を
辞

退
し
た
。 

 

モ
ー
リ
ス
・
シ
ュ
バ
リ
ェ
は
こ
こ
で
日
本
法
人
設
立
の
計
画
を
見

直
し
、
一
九
三
六
年
の
四
月
に
再
来
日
し
て
第
一
銀
行
の
常
務
だ
っ

た
渋
澤
敬
三
に
新
会
社
の
設
立
を
相
談
し
た
。 

 

渋
澤
敬
三
は
、「
近
代
日
本
資
本
主
義
の
最
高
指
導
者
」
と
評
さ

れ
る
渋
澤
栄
一
の
直
孫
で
あ
っ
て
、
一
九
四
二
年
に
日
銀
副
総
裁
、

一
九
四
四
年
に
総
裁
を
経
て
、
敗
戦
直
後
の
幣
原
喜
重
郎
内
閣
で
蔵

相
を
務
め
た
。 

 

第
二
次
大
戦
後
は
一
九
五
一
年
に
国
際
電
信
電
話
社
長
、
文
化
放

送
社
長
、
日
本
国
際
商
業
会
議
所
会
頭
、
日
本
航
空
相
談
役
な
ど
を

務
め
る
か
た
わ
ら
、
日
本
民
族
学
協
会
、
日
本
人
類
学
協
会
の
会
長

と
し
て
民
俗
学
、
生
物
学
の
振
興
を
支
え
た
。 

 

渋
澤
は
シ
ュ
バ
リ
ェ
の
提
案
を
検
討
し
、
承
諾
す
る
旨
を
返
答
し

た
。
併
せ
て
、
実
弟
の
智
雄
を
新
会
社
の
社
長
に
推
薦
す
る
と
と
も

に
、
設
立
準
備
に
必
要
な
費
用
を
負
担
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

 

並
行
し
て
、
日
本
法
人
設
立
に
関
す
る
も
う
一
つ
の
動
き
が
あ
っ

た
。 

 

一
九
三
七
年
の
春
、
日
本
経
済
連
盟
が
編
成
し
た
欧
米
視
察
経
済

使
節
団
に
、
第
一
生
命
の
専
務
だ
っ
た
石
坂
泰
三
が
加
わ
っ
て
い
た
。

石
坂
は
五
月
末
に
米
Ｉ
Ｂ
Ｍ
社
の
エ
ン
デ
ィ
コ
ッ
ト
本
社
を
見
学
し

た
際
、
社
長
の
ト
ー
マ
ス
・
ワ
ト
ソ
ン
と
会
談
し
、 

 
―
―
日
本
に
法
人
を
設
立
す
る
計
画
が
あ
れ
ば
、
ぜ
ひ
と
も
協
力

し
た
い
。 

 

と
申
し
入
れ
て
い
る
。 
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米
Ｉ
Ｂ
Ｍ
本
社
と
第
一
生
命
と
の
交
渉
で
は
、
資
本
金
の
額
や
出

資
比
率
な
ど
か
な
り
具
体
的
な
内
容
に
踏
み
込
ん
だ
と
い
わ
れ
る
が
、

こ
の
と
き
日
本
で
渋
澤
敬
三
を
中
心
に
日
本
法
人
設
立
の
事
務
手
続

き
が
進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
こ
の
た
め
石
坂
―
ワ
ト

ソ
ン
会
談
は
ま
ぼ
ろ
し
に
終
わ
っ
た
。 

 

Ｉ
Ｂ
Ｍ
社
の
日
本
法
人
「
日
本
ワ
ッ
ト
ソ
ン
統
計
会
計
機
械
株
式

会
社
」
は
資
本
金
五
十
万
円
で
設
立
さ
れ
、
横
浜
市
に
最
初
の
本
社

を
構
え
た
。 

 

株
式
五
千
株
の
内
訳
け
は
次
の
よ
う
だ
っ
た
。 

  
 

モ
ー
リ
ス
・
シ
ュ
バ
リ
ェ 

四
千
九
百
三
十
株 

 
 

渋
沢
智
雄 

十
株 

 
 

大
沢
三
千
三 

十
株 

 
 

Ｅ
・
Ｗ
・
フ
レ
イ
ザ
ー 

十
株 

 
 

ヘ
ン
リ
ー
・
チ
ャ
ッ
プ
マ
ン 

十
株 

 
 

水
品 

浩 

十
株 

 
 

土
居
万
三
郎 

十
株 

  

Ｅ
・
Ｗ
・
フ
レ
イ
ザ
ー
は
横
浜
市
に
在
住
し
て
い
た
ア
メ
リ
カ
人

で
貿
易
商
、
ヘ
ン
リ
ー
・
チ
ャ
ッ
プ
マ
ン
は
イ
ギ
リ
ス
人
で
ア
メ
リ

カ
Ｉ
Ｂ
Ｍ
社
の
ス
タ
ッ
フ
だ
っ
た
。
合
計
す
る
と
四
千
九
百
九
十
株

で
十
株
の
不
足
が
生
じ
る
の
だ
が
、
そ
の
理
由
は
明
ら
か
で
な
い
。 

  
 
 
 
 

三 
  

こ
う
し
て
日
本
に
Ｉ
Ｂ
Ｍ
社
の
子
会
社
が
誕
生
し
た
。 

 

本
社
は
最
初
、
東
京
・
丸
の
内
に
置
か
れ
た
が
、
一
九
三
七
年
十

月
、
横
浜
市
中
区
山
下
町
八
六
番
地
乙
に
木
造
二
階
建
て
、
総
面
積

約
五
百
平
方
メ
ー
ト
ル
の
本
社
オ
フ
ィ
ス
が
完
成
し
た
。
な
ぜ
山
下

町
だ
っ
た
か
と
い
う
と
、
同
地
に
輸
入
品
の
保
税
蔵
置
場
が
あ
っ
た

た
め
で
あ
る
。 

 

日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
社
史
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
当
時
の
本
社
オ
フ
ィ
ス
の

写
真
を
見
る
と
、
交
差
点
角
地
を
斜
め
に
切
っ
て
出
入
り
口
と
し
、

そ
の
上
に
Ｉ
Ｂ
Ｍ
社
の
社
章
と
「
Ｔ
Ｈ
Ｉ
Ｎ
Ｋ
」
の
文
字
が
穿
た
れ

て
い
る
。 

 

渋
沢
敬
三
が
シ
ュ
バ
リ
ェ
の
提
案
に
承
諾
の
返
答
を
与
え
た
背
景

に
は
、
一
族
の
渋
澤
元
治
の
ア
ド
バ
イ
ス
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。 

 

渋
澤
元
治
は
一
八
七
六
年
に
渋
澤
栄
一
の
甥
と
し
て
、
埼
玉
県
に

生
ま
れ
た
。
一
九
〇
〇
年
東
京
帝
国
大
学
電
気
工
学
科
を
卒
業
し
ス

イ
ス
連
邦
工
科
大
学
に
留
学
し
た
。
日
本
に
帰
ら
ず
、
そ
の
ま
ま
ド

イ
ツ
の
シ
ー
メ
ン
ス
社
に
入
社
し
た
経
歴
を
持
っ
て
い
る
。
次
い
で

ア
メ
リ
カ
に
渡
り
、
ゼ
ネ
ラ
ル
・
エ
レ
ク
ト
リ
ッ
ク
（
Ｇ
Ｅ
）
社
に

勤
務
し
た
。 

 

帰
国
後
、
学
歴
と
欧
米
で
の
職
歴
を
買
わ
れ
て
逓
信
省
に
招
か
れ
、
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電
力
事
業
や
電
気
技
術
の
監
督
行
政
に
従
事
し
た
。
一
九
一
九
年
、

東
大
工
学
部
教
授
と
な
り
、
モ
ー
リ
ス
・
シ
ュ
バ
リ
ェ
が
日
本
法
人

設
立
の
相
談
を
渋
澤
敬
三
に
持
ち
か
け
た
一
九
三
六
年
の
時
点
で
は

東
大
工
学
部
長
の
職
に
あ
っ
た
。
の
ち
、
電
気
学
会
会
長
に
選
ば
れ
、

さ
ら
に
日
本
人
と
し
て
初
め
て
米
電
気
学
会
（
Ａ
Ｉ
Ｅ
Ｅ
）
名
誉
会

長
に
選
任
さ
れ
た
。
名
古
屋
大
学
の
創
設
に
尽
力
し
学
長
。 

 
 
 

そ
の
後
の
日
本
ワ
ッ
ト
ソ
ン
に
つ
い
て
、
記
録
し
て
お
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
。 

 

ア
メ
リ
カ
で
は
ホ
レ
リ
ス
式
と
パ
ワ
ー
ズ
式
の
違
い
を
問
わ
ず
、

パ
ン
チ
カ
ー
ド
・
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
会
計
処
理
や
財
務
処
理
は
、
総

じ
て
「Punched Card M

ethod of A
ccounting

」（
Ｐ
Ｃ
Ｍ
Ａ
：

会
計
に
お
け
る
パ
ン
チ
カ
ー
ド
方
法
論
）
ま
た
は
「Electric 

A
ccounting M

achine

」（
Ｅ
Ａ
Ｍ
＝
電
気
的
会
計
機
械
）
と
呼
ば

れ
て
い
た
。
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
三
文
字
略
語
が
溢
れ
か
え
っ
て
い
る

現
今
で
あ
れ
ば
と
も
あ
れ
、
日
本
ワ
ッ
ト
ソ
ン
で
は
「
こ
れ
で
は
ど

う
も
具
合
が
悪
い
」
と
考
え
た
よ
う
だ
っ
た
。 

 

英
語
は
ま
だ
日
本
人
に
な
じ
み
が
な
く
、
セ
ー
ル
ス
に
行
っ
て
も

ユ
ー
ザ
ー
が
容
易
に
理
解
で
き
な
い
。
機
械
装
置
の
役
割
を
説
明
す

る
前
の
段
階
で
、
時
間
が
か
か
っ
て
し
ま
う
。 

 

―
―
ど
う
し
た
も
の
か
…
…
。 

 

と
頭
を
ひ
ね
っ
て
い
た
と
き
、
ア
メ
リ
カ
の
研
修
か
ら
安
藤
馨
が

戻
っ
て
き
た
。 

 

は
ア
メ
リ
カ
の
大
学
を
卒
業
し
て
い
た
が
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
生

活
は
不
案
内
だ
っ
た
。
こ
の
た
め
三
井
物
産
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
支
店
の

駐
在
員
・
吉
澤
審
三
郎
の
世
話
に
な
っ
た
。 

 

水
品
が
「
ど
う
だ
、
何
か
う
ま
い
呼
び
方
は
な
い
か
」
と
尋
ね
る

と
、
し
ば
ら
く
思
案
し
て
安
藤
は
言
っ
た
。 

 

「
パ
ン
チ
カ
ー
ド
・
シ
ス
テ
ム
、
と
い
う
の
は
ど
う
で
し
ょ
う
」 

 

安
藤
に
よ
る
と
、
米
Ｉ
Ｂ
Ｍ
社
で
の
研
修
で
学
ん
だ
の
は
、
統
計

会
計
機
と
は
単
な
る
機
械
装
置
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。

多
種
類
の
機
械
装
置
を
組
み
合
わ
せ
、
パ
ン
チ
カ
ー
ド
で
経
理
や
在

庫
管
理
な
ど
の
業
務
処
理
を
短
時
間
に
行
う
だ
け
で
な
く
、
企
業
の

経
営
や
組
織
を
計
数
的
に
管
理
す
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
、
と
い
う
。 

 

つ
ま
り
経
営
管
理
の
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
、
と
い
う
の
だ
っ
た
。 

 

「
パ
ン
チ
カ
ー
ド
・
シ
ス
テ
ム
、
略
し
て
Ｐ
Ｃ
Ｓ
」 

 

安
藤
は
戦
後
も
、
電
子
計
算
機
に
よ
る
経
営
管
理
シ
ス
テ
ム
を

「
Ｅ
Ｄ
Ｐ
Ｓ
」
と
命
名
し
て
い
る
。
計
算
機
は
計
算
の
た
め
の
機
械

で
な
く
、
経
営
の
た
め
の
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
、
と
い
う
認
識
は
、
安

藤
に
お
い
て
戦
前
か
ら
一
貫
し
て
い
る
。 

 
こ
の
考
え
方
に
は
、
か
つ
て
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
テ
イ
ラ
ー
の
理
論

を
学
ん
だ
水
品
も
賛
成
だ
っ
た
。 

 

安
藤
の
案
を
水
品
が
シ
ュ
バ
リ
ェ
に
伝
え
、
シ
ュ
バ
リ
ェ
も
「
い

い
ネ
ー
ミ
ン
グ
だ
と
思
い
ま
す
」
と
了
解
し
た
。
以
後
、
こ
れ
が
日
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本
ワ
ッ
ト
ソ
ン
社
内
で
の
共
通
語
に
な
っ
た
。
ば
か
り
で
な
く
、
日

本
で
の
共
通
語
に
な
っ
た
。 

 
こ
れ
を
共
通
語
に
仕
上
げ
た
の
は
、
三
井
物
産
の
吉
澤
審
三
郎
で

あ
る
。 

 

彼
は
こ
の
こ
と
を
耳
に
し
、
そ
の
発
案
者
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
世

話
を
し
た
好
青
年
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
。 

 

そ
れ
で
吉
澤
は
一
も
二
も
な
く
、 

 

「
パ
ワ
ー
ズ
式
も
Ｐ
Ｃ
Ｓ
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
よ
う
」 

 

と
決
め
た
。 

 

パ
ワ
ー
ズ
社
の
「
タ
ー
ビ
ュ
レ
ー
タ
ー
」
と
い
う
呼
称
は
日
本
人

に
な
じ
み
が
な
か
っ
た
し
、
そ
れ
に
比
べ
「
Ｐ
Ｃ
Ｓ
」
は
日
本
語
の

発
音
に
し
て
五
文
字
な
の
で
覚
え
や
す
か
っ
た
。
ま
た
、「
機
械
装

置
で
な
く
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
」
と
い
う
本
質
を
的
確
に
表
現
し
て
い

た
。 

 

Ｐ
Ｃ
Ｓ
の
時
代
が
こ
う
し
て
始
ま
っ
た
。 

       

           



第 51 キャッチアップ（補注） 

  

 
 〜

〜
〜
〜 

補 

注 

〜
〜
〜
〜 

 

ワ
ト
ソ
ン
の
五
か
条	
 

こ
の
五
か
条
は
長
く
Ｉ
Ｂ
Ｍ
社
の
社
是
と
し
て
掲
げ

ら
れ
た
。日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
発
行
の
ユ
ー
ザ
ー
向
け
機
関
誌
に
も「
Ｔ
Ｈ
Ｉ
Ｎ
Ｋ
」

と
い
う
タ
イ
ト
ル
が
使
わ
れ
て
い
た
。 

モ
勖
リ
ス
・
シ
勑
バ
リ
勍 

Guy D
.de la Chevalerie

：
の
ち
に
第
二
次
世

界
大
戦
が
始
ま
る
と
シ
ュ
バ
リ
ェ
は
日
本
を
離
れ
、
イ
ギ
リ
ス
経
由
で
故
国

ベ
ル
ギ
ー
に
戻
り
、
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
軍
に
ゲ
リ
ラ
戦
で
挑
む
パ
ル
チ
ザ
ン

に
身
を
投
じ
た
。
こ
こ
で
も
優
秀
な
指
揮
官
と
し
て
認
め
ら
れ
、
日
本
が
ポ

ツ
ダ
ム
宣
言
を
無
条
件
受
諾
し
た
一
九
四
五
年
八
月
末
、
連
合
国
軍
の
ベ
ル

ギ
ー
代
表
と
し
て
再
来
日
し
て
い
る
。 

石
坂
泰
三 

い
し
ざ
か
・
た
い
ぞ
う
／
１
８
８
６
〜
１
９
７
５
。
東
京
都
に

生
ま
れ
東
京
帝
国
大
学
法
科
を
卒
業
し
た
。大
学
院
を
経
て
逓
信
省
に
入
り
、

一
九
一
五
年
第
一
生
命
社
長
・
矢
野
恒
太
の
秘
書
と
な
っ
た
。
三
八
〜
四
六

年
第
一
生
命
社
長
、
四
九
年
東
京
芝
浦
電
気
社
長
、
五
六
年
経
団
連
会
長
に

就
任
し
た
。
五
八
年
ア
ラ
ビ
ア
石
油
会
長
、
六
八
年
大
阪
万
国
博
覧
会
会
長

を
務
め
た
。 

渋
澤
元
治 

し
ぶ
さ
わ
・
も
と
じ
／
１
８
７
６
〜
１
９
７
５
。
渋
沢
栄
一
の

妹
・
貞
子
と
須
永
才
三
郎
（
の
ち
「
渋
沢
市
郎
」
と
改
名
）
の
長
男
。
電
機

試
験
所
、
電
気
局
を
経
て
電
気
事
業
法
や
電
気
工
作
物
規
定
の
制
定
な
ど
に

関
与
し
た
。 

 

渋
澤
元
治
は
日
立
製
作
所
の
実
質
的
な
創
業
者
で
あ
る
小
平
浪
平
と
東
京

帝
国
大
学
の
電
気
工
学
科
の
同
級
生
だ
っ
た
。
一
九
〇
六
年
の
七
月
、
逓
信

省
の
官
吏
だ
っ
た
渋
澤
が
甲
府
行
き
の
列
車
に
乗
り
込
む
と
座
席
に
見
覚
え

の
あ
る
顔
が
あ
っ
た
。
小
平
浪
平
で
あ
っ
た
。 

 

二
人
は
懐
か
し
さ
の
あ
ま
り
途
中
の
猿
橋
駅
で
降
り
、
駅
前
の
旅
館
「
大

黒
屋
」
に
投
宿
し
た
。
こ
の
と
き
小
平
が
「
実
は
、
日
立
鉱
山
社
長
の
久
原

氏
か
ら
誘
い
を
受
け
て
い
る
」
と
い
う
こ
と
を
渋
澤
に
打
ち
明
け
た
。
こ
れ

に
対
し
て
渋
澤
は
、
電
力
事
業
の
重
要
性
を
説
き
「
東
京
電
灯
に
と
ど
ま
れ

ば
、
い
ず
れ
大
き
な
仕
事
が
で
き
る
」
と
意
見
し
た
が
、
小
平
の
決
意
は
固

か
っ
た
。
渋
澤
は
「
よ
し
、
そ
う
い
う
こ
と
な
ら
思
い
き
り
や
れ
」
と
励
ま

し
た
。
小
平
が
日
立
鉱
山
に
入
社
し
た
の
は
そ
の
三
か
月
後
だ
っ
た
―
―
と

い
う
逸
話
が
あ
る
。 

 

小
平
浪
平 

お
だ
い
ら
・
な
み
へ
い
／
１
８
７
４
〜
１
９
５
１
。
東
京
帝

国
大
学
を
出
て
藤
田
組
小
坂
鉱
山
、
広
島
水
力
電
気
、
東
京
電
燈
を
経
て
一

九
〇
六
年
（
明
治
三
十
九
）
久
原
鉱
業
所
に
入
っ
た
。
一
九
〇
九
年
に
久
原

鉱
業
所
か
ら
日
立
製
作
所
が
分
離
独
立
す
る
の
に
伴
っ
て
移
籍
し
、
の
ち
一

九
二
九
年
か
ら
一
九
四
七
年
ま
で
社
長
と
し
て
、
こ
ん
に
ち
の
日
立
製
作
所

の
基
礎
を
築
い
た
。
一
九
五
一
年
四
月
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
条
約
の

発
効
と
と
も
に
公
職
追
放
か
ら
復
帰
し
て
日
立
製
作
所
相
談
役
と
な
っ
た
が
。

そ
の
三
か
月
後
に
病
死
し
た
。 
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